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的孤立の関連を明らかにすることである。方法：対象者は地域在住の後期高齢者 75 ～ 94












　わが国の 2017 年の平均寿命は厚生労働省の報告 1）によると女性 87.26 歳，男性 81.09 歳で
あり，女性は世界第 2 位，男性は第 3 位となり，長寿国となっている。国立社会保障・人口問題
研究所によると高齢者人口自体の増加は 2042 年をピ クーと予想している 2）。高齢者の区分として
は 65 ～ 74 歳を前期高齢者，75 歳以上を後期高齢者とされており，健康保険では 75 歳以上に
後期高齢者医療制度が適応されている。2015 年は団塊世代（1947 ～ 1949 年生まれ）が前期




の「高さ」（＝高齢者数の多さ）が問題であるこという報告 3）がある。団塊世代の約 800 万人が 75
歳以上の後期高齢者となる2025 年以降は，国民の医療費や社会保障費，介護の需要がさらに































コロンビア17％ 21）と報告されている。わが国でLSNS-6を用いた研究では 55 歳以上の者を対象
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なった。保健福祉センター によるデ ターファイルの作成は 2015（平成 27）年 10 月13日だった。調
査期間は 2015（平成 27）年 11 月～ 12 月とし，郵送留め置き法による自記式質問紙調査を実施し
た。回収後，調査票の回答状況のチェック作業を行い，デ ター入力を外部業者委託した。返送
は 1918 人（回収率 56.1％）から得られ，このうち研究では，自立した地域在住高齢者を対象とす
るため，要介護状態と自己申告した2人，入院中3人，入所中2人，死亡1人，白紙（合計11人）
を分析から除外した 1907 人のうち，75 ～ 94 歳の後期高齢者 928 人を分析対象とした。
2．調査内容
　社会的孤立の指標となるLSNS-6 は全 6 項目で，下位尺度は「家族や親戚」と「友人」に関する







＝1 人，2＝2 人，3＝3,4 人，4＝5 ～ 8 人，5＝9 人以上」となっており，該当する番号に回答
し，合計得点を求めるものである。合計得点で 12 点未満を社会的孤立と定義 20,22）されている。




の診断基準に基づいて作成された。調査項目は 8 項目で，過去 1カ月間に，少なくとも週 3 回以
上経験したものを選択し，スコアは 0 ～ 24 点で，総得点が 6 点以上は不眠症の可能性が高いと
評価される尺度である。性別，年齢，家族構成，老年期うつ病評価尺度（Geriatric Depression 
Scale15 ：GDS15）29,30,31），健康度自己評価32），老研式活動能力指標（Tokyo Metropolitan Institute 
of Gerontology Index of Competence： TMIG IC,手段的自立，知的能動性，社会的役割）33），老
研式活動能力指標はLawtonの活動能力の体系に依拠しつつ，日本の地域在住高齢者の生活実
態に即して生活機能の自立度を測定するために開発された尺度で，下位尺度はIADL5 項目，知
的能動性 4 項目，社会的役割 4 項目があり，スコアは 0 ～ 13 点で「はい，いいえ」で回答を求め
た。健康度自己評価は「非常に健康だと思う/まあ健康だと思う/あまり健康ではない/健康ではな
い」の 4 件法で健康度を問い，前者 2 つを「健康」，後者 2 つを「健康ではない」にカテゴリー 化し
た。現在，介護や子育てに主にかかわっているかどうかを「はい，いいえ」で，知り合いから集会
や趣味の会に誘われて参加する気持ちについて問い「とてもある/ややある/あまりない/ほとんどな
い」の前者 2 つを「ある」，後者 2 つを「いいえ」にカテゴリー 化した。暮らし向きは「苦しい/普通/ゆ
とりがある」の 3 件法で質問した。
　認知機能は高齢者に対して簡便に「時間や場所を取り違えることがよくあるか」，「周りの人から







































0.28－0.78）,不眠症疑いのない者 0.61 倍（95%CI 0.44－0.85）であった。さらに，不眠症疑い
なしの者では社会的孤立は非社会的孤立に対し，うつ傾向ありは 3.12 倍（95%CI 1.78－5.47），







一地域での 55 歳以上を対象では，社会的孤立者は全体の 19.4％ 22），都市部の地域で 65 ～
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と高く，不眠症疑いのない者 20.4％の出現率は低いことが明らかとなった。世界の 34 か国が加
盟するOECD（Organisation for Economic Co-operation and Development：経済協力開発機構）の
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